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はじめに

1961・1962年に芹沢長介らによって発掘調査された磯山遺跡は、後期旧石器時代前半期の重要

遺跡として評価され、1965年に真岡市指定史跡に登録された。この発掘は栃木県内における最

初の旧石器時代の学術調査であっただけでなく、「磯山技法」（芹沢1962）や「ペン先形ナイフ」

（芹沢1967）が提唱され、全国的に認知された。1970年代以降、全国各地で行政的な大規模調査

が実施されるようになり、現在までに一万箇所以上の旧石器時代遺跡が国内で確認されている。

特に武蔵野台地から愛鷹山麓にかけての地域では、テフロクロノロジーによる詳細な編年案が提

示され、複雑な石器群の変遷が豊富な資料的裏付けに基づいて明らかにされている。また、後期

旧石器時代前半期を特徴づける環状ブロック群が関東地方を中心に日本列島の広い範囲に90ヶ所

以上発見されている（橋本	2005）。一方、磯山遺跡が所在する栃木県では、良好な層位的事例が

少なく、旧石器遺跡の数も南関東ほど多くない。そして、県内の後期旧石器時代前半期の遺跡は

層位的に一時期に纏められるため、南関東の石器群との技術・型式的な対比に基づいて個々の石

器群を編年的に評価せざるを得ない。このような状況であるため、現在においても、磯山遺跡は

北関東の後期旧石器時代前半期の遺跡として貴重な存在であることは変わらず、その全容の理解

が求められている。芹沢が編集した発掘調査報告書は1977年に刊行され、主要な石器の実測図

（トゥール41点、ハンマー５点、石核48点、石刃・剥片44点、接合資料６個体）や遺物分布図な

どが報告されたが、石器組成や石材組成、個々の遺物の属性内容について報告されておらず、総

合的な資料提示には至らなかった。そこで、本論では1961・1962年に調査された資料の中で未報

告・部分報告であった実測図（石刃・剥片57点と石核24点）と遺物写真、主要遺物の属性表を基

礎データとして新たに提示する１）。そして、器種組成や、石材組成などについて具体的な内容を

示すことで、石器群を詳細に解説する。特に石器製作技術を検討することで、「磯山技法」の実

際の内容や定義について改めて考察をおこないたい。

１．磯山遺跡の概要

　⑴　遺跡の調査・整備の経緯
栃木県真岡市磯山遺跡は1959年に谷島静訓によって発見され（谷島	1964）、その際に847点に

及ぶ資料が採集された（川田	1996）。1961・1962年には当時明治大学の講師であった芹沢長介

によって発掘調査が行われた。芹沢は1962年の論考の中で早くも磯山遺跡の資料について触れ、

「磯山技法」を提唱している（芹沢	1962）。芹沢は東北大学に職を得た後に、磯山遺跡出土資料

の整理・分析を進め、1977年に報告書を刊行した（芹沢編	1977）。これらの資料は現在、東北大
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学に保管されている。

磯山遺跡はその重要性から、1965年５月19日に真岡市指定史跡に登録された。また1973年には

栃木県史編さん事業において中村紀男らによって発掘調査が行われており、1974年には概報とい

図 1 磯山遺跡位置図　 ( 国土地理院発行　2 万 5 千分の 1 地形図「真岡」より作成 )
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う形で報告書が刊行された（中村・山越	1974）。さらに、1991年に芹沢らが発掘調査を行った南

丘陵とは別の北丘陵頭頂部で、川田らが石器41点と縄文土器を表採しており、芹沢らの調査地点

をA地点、中村らによる調査地点をB地点としたうえで、資料を表採した地点をC地点と仮称し

ている（図１）（川田・大関	1991、川田	1992）。これらの資料は栃木県立博物館に収蔵・展示さ

れている。

図 2 磯山遺跡 A・B 地点 発掘調査区 ( 中村・山越 1974, 芹沢編 1977 より作成 ; S=600 分の 1) 
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　⑵　遺跡の地理的・歴史的環境
磯山遺跡は真岡市東大島に所在する（図１）。真岡市は栃木県南東部のローム台地に位置して

おり、遺跡のある磯山は真岡市街地の東南東約３㎞にあり、南北に発達する五行川・小貝川の低

地に孤立する丘陵となっている。小貝川は磯山丘陵の東部約１㎞を、八溝山脈を構成する鶏足

山塊の西麓に沿って流下し、五行川は西部の約2.5㎞を宝積寺台地の東縁に沿って南流している。

図 3 磯山遺跡　調査区地層断面図  ( 芹沢 1976, 芹沢編 1977 より作成 )
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磯山遺跡は真岡市の南北に発達する五行川・小貝川流域の低地にある海抜約70mの孤立丘の、そ

の南端に近い緩斜面に立地している（阿久津	1962、芹沢編	1977）。

磯山遺跡周辺の後期旧石器時代前半期の遺跡を概観すると、小山市寺野東遺跡（森嶋ほか	

1998）や真岡市伊勢崎Ⅱ遺跡（吉田・森嶋	2000）、塚崎遺跡（岩上ほか	1994）、佐野市上林遺跡（出

居ほか	2004、出居	2019）などが存在する。各遺跡の使用石材や石器製作技術には、それぞれに

差異が認められ、学史的に重要な磯山技法を検討できる遺跡は限られている。また、当該期の遺

跡は在地石材を多用する石器製作技術の特徴をもつことから（鹿又	2015）、磯山遺跡は北関東の

地理的環境に適応した石器製作技術を示す貴重な事例であることがわかる。

　⑶　発掘調査の経緯
芹沢による発掘調査（A地点）は1961年１月４日から１月24日、1962年２月26日から３月５日

の二回に分けて行われている。その約10年後の1973年の８月１日から８月10日までの期間に栃木

県史編さん事業の一環として発掘調査（B地点）が行われた。まず、芹沢の調査では調査区内に

５つのトレンチ（Ⅰ～Ⅴ）を設定し、グリッド上げを行い、Ⅱ・Ⅳトレンチ周辺の拡張区では点

取りによる調査を行った。石器に残る注記からⅠ層およびⅡ層の上部の遺物に対してグリッド上

げを、主要遺物包含層であるⅡ層の下部とⅢ層の遺物を点取りによって取り上げていることが推

察される。栃木県史編さん事業による調査では東・西・南の３つのトレンチを設定し、すべてグ

リッド上げによる調査が行われている。

中村（1980）によると、南トレンチは芹沢の調査区に対して、土地境界のとなるお茶の木を挟

んだ南側に設定されたと報告されているが、芹沢の調査区と重なったという記述はみられない２）。

したがって、二つの調査のトレンチ配置図からお茶の木と思われる部分を重ね合わせると、それ

らの位置関係を推定できる（図２）。トレンチの名称についても遺物にある注記やトレンチ断面

図の記載に沿って再構成し、改めてトレンチ配置図を作成した。

　⑷　基本層序
磯山遺跡の層序は、トレンチによって撹乱層の有無や層の厚さなどが異なる部分があるが、基

本的な層の構成は概ね共通する。Ⅰ層が黒色腐植土の表土で、Ⅱ層が黄褐色ロームの田原ローム

層、Ⅲ層は黒色帯の宝木ローム層（第１黒色帯）、Ⅳ層が鹿沼パミス（鹿沼軽石層）、Ⅴ層が第２

黒色帯の宝積寺ローム層である（図３）。芹沢の調査ではⅡ層の下位からⅢ層の上位にかけて遺

物包含層が確認されており、また栃木県史編さん事業の調査ではⅢ層とⅣ層の間に黄褐色粘土質

ロームの間層が確認され、わずかながらこの層からも遺物が出土している（芹沢	1976）。このこ

とからⅢ層の黒色帯が主要遺物包含層といえる。

　⑸　出土遺物
磯山遺跡出土遺物のうち、後期旧石器時代に該当する遺物のみを挙げると、東北大学収蔵資料
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表 2 磯山遺跡出土石器の点数と重量の対比

表 1 磯山遺跡出土石器組成表
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岩

鉄
石
英

玉
髄

黒
曜
石

花
崗
岩

め
の
う

砂
岩

計

剥片 FL 612 497 98 64 49 18 20 24 20 6 9 5 1 1423
石刃状剥片 BF 12 14 2 4 2 2 36

石核 CO 87 49 7 8 4 9 5 1 4 1 1 176
ナイフ形石器 KN 1 1 1 1 4

ペン先形ナイフ形石器 PK 1 1 1 3
台形様石器 TR 2 2 3 7

二次加工 剥片 RF 1 1 2
スクレイパー SC 1 4 5
彫刻刀形石器 BU 2 1 3

磨石 GS 6 1 7
ハンマーストーン HS 2 6 1 9

磨製局部 石斧 AX 1 1
剥片 FL 457 540 35 89 2 6 21 12 16 2 1 7 1188

石刃状剥片 BF 5 9 1 3 1 1 20
石核 CO 6 5 1 4 16

ナイフ形石器 KN 1 1
ペン先形ナイフ形石器 PK 1 1

台形様石器 TR 1 1
二次加工 剥片 RF 1 1

スクレイパー SC 1 1 2
1186 1125 149 180 57 38 33 47 36 26 13 5 3 8 2906

点取り

グリッド

計

安山岩 頁岩 流紋岩 凝灰岩
ホルン

フェルス
石英

安山岩
砂質頁岩 珪岩 鉄石英 玉髄 黒曜石 花崗岩 めのう 砂岩

計(点数)
計(ｇ)

1069 1037 133 153 51 18 26 45 32 22 11 5 2 7 2611
20710.8 9128.42 1833 2129.9 788.93 742.2 341.61 882.6 528.75 64.28 16.87 130.1 38.35 94.21 37430.02

17 23 3 7 2 1 1 2 56
239.93 312.38 89.49 104.96 19.11 19.68 16.96 29.9 832.41

93 54 8 12 4 9 5 1 4 1 1 192
9410.67 2852.07 945.88 1319.25 185.06 863.88 372.39 86.6 159.58 78.8 80.4 16354.58

1 2 1 1 5
5.23 20.48 1.01 6.01 32.73

2 1 1 4
7.93 4.87 4.18 16.98

2 2 4 8
12.19 11.4 7.14 30.73

1 2 3
2 19.52 21.52

2 5 7
27.71 274.13 301.84

2 1 3
145.12 97.98 243.1

6 1 7
206.8 208 414.8

2 6 1 9
742 1770.39 486 2998.39

1 1
115.09 115.09

1186 1125 149 180 57 38 33 47 36 26 13 5 3 8 2906
30551.65 12606.81 2877.51 4502.91 993.1 3803.42 739.69 986.16 688.33 177.16 36.39 130.1 118.75 580.21 58792.19計(ｇ)

上部が点数
下部が重量

GS磨石

HSハンマーストーン

AX磨製局部 石斧

RF二次加工 剥片

SCスクレイパー

BU彫刻刀形石器

KNナイフ形石器

PK
ペン先形

ナイフ形石器

TR台形様石器

計(点数)

FL剥片

BF石刃状剥片

CO石核

ある

ある

ある
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が点取りで1,676点、グリッド上げで約1,230点、両方合わせて2,906点となる（表１・表２、図４）	

（礫378点を除く）。器種別の内訳は、点取りでは剥片が1,423点、石刃状剥片が36点、石核が176点、

ナイフ形石器が４点、ペン先形ナイフ形石器が３点、台形様石器が７点、二次加工ある剥片が２点、

図 4 磯山遺跡出土遺物の平面分布 ( 芹沢編 1977 より作成 )
0　　　　　　　2m

磨石（GS）

局部磨製石斧（AX）
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スクレイパーが５点、彫刻刀形石器が３点、磨石が７点、ハンマーストーンが９点、局部磨製石

斧が１点である。グリッド上げでは剥片が1,188点、石刃状剥片が20点、石核が16点、ナイフ形

石器が１点、ペン先形ナイフ形石器が１点、台形様石器が１点、二次加工ある剥片が１点、スク

レイパーが２点となっている。他の資料の点数を見てみると、栃木県史編さん事業の発掘資料で

は全体で228点（南区133点、東区94点、西区１点）、産出層位が明らかな遺物として133点が出土

している（中村	1980）。さらに、遺跡発見者の谷島が収集した資料847点（総重量13,922.5g）、川

田が表土より収集した資料41点、中村が採集した資料８点（総重量79.3g）（川田1996）が存在す

る。磯山遺跡の全体としての遺物の数は4,000点にも及ぶ。

芹沢らの調査範囲で直径10m以上の遺物密集範囲が確認されるが（図４）、県史編さん事業の

資料を同時期とすれば、分布が散漫な場所を含みながらも、直径30mを超える範囲に遺物が広が

ることになる。したがって、環状ブロック群であった可能性を踏まえて、遺物の空間分布を再考

する必要がある。

石器の総重量は、東北大学収蔵資料2,906点が合計58,780.3gである。また点取り・グリッド上げ

の遺物の中で二次加工が施された石器の重量は、合計1,582.53gである。つまり、この調査区内で

58kg以上の石材が消費され、少なくとも約1.5㎏の二次加工された石器が残されたと考えられる。

次に、東北大学収蔵資料の点数を細かく見てみると、石材は安山岩（黒色安山岩）が40.85%と

３分の１以上を占めており、続いて頁岩、流紋岩、凝灰岩が多く使用されている。また、わずか

ながら黒曜石や鉄石英、玉髄、珪岩（チャート）なども使用されており、多種多様な石材が使わ

れていたことが窺える。さらに、主要な石材別に見てみると、トゥール類全体に占める安山岩の

割合は14.89%であり、その出土点数に比して低く、トゥール類が流紋岩や凝灰岩、石英安山岩で

構成されているのが分かる。全体における石核の割合は点数では6.6%、重量では27.82%となる。

一方、二次加工の施された石器の割合は点数では1.03%、重量では1.1%と石核に比して小さいこ

とがわかる。

以下に本稿における器種分類の定義を記述すると共に、その特徴についても記載する。器種分

類では、安田ほか（2013）、鹿又・佐野編（2016）を参考にした。

【剥片（略号FL）】
石核から剥離された石片の中で二次加工を施されていないもの。下記の器種分類に該当しない

石器に関してはすべて「剥片」に分類した。全体で2,611点が出土しており、磯山遺跡の中で最

も多い。石材は主要なものを挙げると安山岩1,069点（40.94%）、頁岩1,037点（39.72%）、凝灰岩

153点（5.86%）、流紋岩133点（5.09%）である。

【石刃状剥片（略号BF）】
石核の作業面の上端もしくは両端に設定された打面から連続的に剥離された、長さが幅の1.5
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スクレイパーが５点、彫刻刀形石器が３点、磨石が７点、ハンマーストーンが９点、局部磨製石
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している（中村	1980）。さらに、遺跡発見者の谷島が収集した資料847点（総重量13,922.5g）、川

田が表土より収集した資料41点、中村が採集した資料８点（総重量79.3g）（川田1996）が存在す

る。磯山遺跡の全体としての遺物の数は4,000点にも及ぶ。

芹沢らの調査範囲で直径10m以上の遺物密集範囲が確認されるが（図４）、県史編さん事業の

資料を同時期とすれば、分布が散漫な場所を含みながらも、直径30mを超える範囲に遺物が広が

ることになる。したがって、環状ブロック群であった可能性を踏まえて、遺物の空間分布を再考

する必要がある。

石器の総重量は、東北大学収蔵資料2,906点が合計58,780.3gである。また点取り・グリッド上げ

の遺物の中で二次加工が施された石器の重量は、合計1,582.53gである。つまり、この調査区内で

58kg以上の石材が消費され、少なくとも約1.5㎏の二次加工された石器が残されたと考えられる。

次に、東北大学収蔵資料の点数を細かく見てみると、石材は安山岩（黒色安山岩）が40.85%と

３分の１以上を占めており、続いて頁岩、流紋岩、凝灰岩が多く使用されている。また、わずか

ながら黒曜石や鉄石英、玉髄、珪岩（チャート）なども使用されており、多種多様な石材が使わ

れていたことが窺える。さらに、主要な石材別に見てみると、トゥール類全体に占める安山岩の

割合は14.89%であり、その出土点数に比して低く、トゥール類が流紋岩や凝灰岩、石英安山岩で

構成されているのが分かる。全体における石核の割合は点数では6.6%、重量では27.82%となる。

一方、二次加工の施された石器の割合は点数では1.03%、重量では1.1%と石核に比して小さいこ

とがわかる。

以下に本稿における器種分類の定義を記述すると共に、その特徴についても記載する。器種分

類では、安田ほか（2013）、鹿又・佐野編（2016）を参考にした。

【剥片（略号FL）】
石核から剥離された石片の中で二次加工を施されていないもの。下記の器種分類に該当しない

石器に関してはすべて「剥片」に分類した。全体で2,611点が出土しており、磯山遺跡の中で最

も多い。石材は主要なものを挙げると安山岩1,069点（40.94%）、頁岩1,037点（39.72%）、凝灰岩

153点（5.86%）、流紋岩133点（5.09%）である。

【石刃状剥片（略号BF）】
石核の作業面の上端もしくは両端に設定された打面から連続的に剥離された、長さが幅の1.5
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倍程度以上の縦長剥片。あるいは破損しているが完形ならばこうした条件を満たすもの。磯山遺

跡では両側縁と背稜が平行する「真正の石刃」の形態学的条件を満たさない縦長剥片が多い。先

行研究（芹沢	1968）では剥片を縦長のものと、それ以外のものとの二つに分けていることから、

本論でも剥片を２つに分類したうえで上記の基準に該当するものを「石刃状剥片」という名称で

分類する。56点出土しており、その石材別の内訳は安山岩17点（30.36%）、頁岩23点（41.07%）、

凝灰岩７点（12.5%）、流紋岩３点（5.36%）、ホルンフェルス２点（3.57%）、玉髄２点（3.57%）、

砂質頁岩１点（1.79%）、珪岩１点（1.79%）と多種多様な石材が使用されている。本報告では、

石刃状剥片56点すべてを新たに図化し、提示した（図11～13、図23－３～25－17）。

【二次加工ある剥片（略号RF）】
石核から剥離された石片の中で二次加工が施されている剥片。下記のナイフ形石器、ペン先形

ナイフ形石器、台形様石器、スクレイパー、彫刻刀形石器に該当しない二次加工の施された石器

をここに分類した。３点出土しており、黒曜石製が２点、流紋岩製が１点となっている（図19－

25・26、図22－23・24）。

【石核（略号CO）】
剥片を剥離した石塊。ネガティブな剥離面が残っている残核を「石核」に分類している。192

点が出土した。様々なタイプの石核が存在し、本稿では主に石刃状剥片を剥離したと考えられる

Ⅰ類と、Ⅰ類に該当しないⅡ類の２つに大別した。石材は安山岩が93点（48.44%）、頁岩が54点

（28.13%）、流紋岩が８点（4.17%）、凝灰岩が12点（6.25%）、ホルンフェルスが４点（2.08%）、石

英安山岩９点（4.69%）、砂質頁岩が５点（2.6%）、珪岩が１点（0.52%）、鉄石英が４点（2.08%）、

玉髄が１点（0.52%）、めのうが１点（0.52%）である。本報告では石核24点を新たに図化した（図

14～18、図26－２～28－８）。

【ナイフ形石器（略号KN）】
石刃状剥片の側縁から打面部付近に連続した二次加工を施すが、全周に及ばず、先行剥離面と

素材腹面からなる鋭利な縁辺を残すものを「ナイフ形石器」に分類した。全体で５点出土してお

り、主に基部に加工が施されているものと、わずかに側縁に加工が施されているものが存在する。

こうしたナイフ形石器の技術形態学的な特徴は、その出現期の様相を示している。一般に「磯山

型ナイフ」と呼ばれるものである（中村1980）。石材は安山岩が１点、頁岩が２点、石英安山岩

が１点、砂質頁岩が１点である（図19－１～５、図22－１～５）。

【ペン先形ナイフ形石器（略号PK）】
側縁に二次加工を加え、基部の作り出しが明瞭で、明確な尖頭部を有し、先端がペン先のよう

に尖っている石器。磯山遺跡の報告書（芹沢編	1977）では下記の台形様石器も含めてナイフ形
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石器として一括で扱っているが、その後の研究の中では区別して扱っている事例が多く（小野

1969、奥村1987、安田ほか	2011。大塚2017等）、また実際の遺物の観察からも形態的に同一のも

のとするのは難しいと判断したため、ここでは区別して扱う。全体で４点出土しており、頁岩

２点、石英安山岩が１点、玉髄が１点である（図19－６・７・９・10、図22－６・７・９・10）。

中には分類の境界が曖昧な資料も存在する。

【台形様石器（略号TR）】
剥片の一縁辺を刃部とし、それに直交する縁辺に二次加工を施した平面形が長方形もしくは台

形を呈する石器。ペン先形ナイフ形石器と同様に、後期旧石器時代前半期を特徴づける器種であ

る（佐藤1988）。８点出土しており、半数以上が長さ３cmに満たない小型のものである。石材は

頁岩が２点、安山岩が２点、流紋岩が４点となっている（図19－８・11～17、図22－８・11～

17）。図19－12・14・15は縦長剥片を素材にし、ナイフ形石器に分類される可能性がある。また、

図19－８が先端の折れが意図的な加工と判断されれば、ペン先形ナイフ形石器と判断されるかも

しれない。

【スクレイパー（略号SC）】
剥片の末端もしくは側縁に連続的な二次加工を施して湾曲した刃部を作出した石器。７点が出

土し、安山岩が２点、頁岩が５点である。小型と大型の二種類に分けることができる。素材剥片

の形状は多様であり、大型の２点は厚みがあることから小型のものと用途が異なると考えられる

（図19－18～24・25・26、図22－18～22・25・26）。

【彫刻刀形石器（略号BU）】
素材の縁辺に二次加工を施すか、あるいは折断することによって打面を用意し、側縁に器軸と

平行する彫刻刀面を作出したもの。３点出土しており、安山岩製２点、石英安山岩製１点である

（図19－27～29、図22－27・28、23－１）。

【局部磨製石斧（略号AX）】
刃部を中心に磨くことで加工を施し、斧形の形態をもつ石器。磯山遺跡では１点のみが出土し

ている。その１点は長さ・幅共に６㎝前後であり、石英安山岩製である（図19－30、図23－２）。

折損しているが、その縁辺が潰れており、この状態で実際に使用されたものと推定される。

東北大学収蔵資料のうち、点取り資料については法量等を計測し、属性表を作成した（表９～

22）。グリッド上げ資料は石材と重量を計測し、石材ごとの重量を表にまとめた（表３）。なお石

材の名称・分類は遺物台帳の登録に基づいている。石刃状剥片においては頭部調整の有無、背面

構成などさらに細かく属性を設定し、表にまとめている（表４）。石刃状剥片と一部の石核は報

告書に記載してある実測図を追加・修正もしくは新たに図を作成して記載している	（図11～18）。

1977年の報告書で掲載されたトゥール類・石核も再掲載しているが（図19～21）、東北大学にお
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石器として一括で扱っているが、その後の研究の中では区別して扱っている事例が多く（小野

1969、奥村1987、安田ほか	2011。大塚2017等）、また実際の遺物の観察からも形態的に同一のも

のとするのは難しいと判断したため、ここでは区別して扱う。全体で４点出土しており、頁岩

２点、石英安山岩が１点、玉髄が１点である（図19－６・７・９・10、図22－６・７・９・10）。

中には分類の境界が曖昧な資料も存在する。

【台形様石器（略号TR）】
剥片の一縁辺を刃部とし、それに直交する縁辺に二次加工を施した平面形が長方形もしくは台

形を呈する石器。ペン先形ナイフ形石器と同様に、後期旧石器時代前半期を特徴づける器種であ

る（佐藤1988）。８点出土しており、半数以上が長さ３cmに満たない小型のものである。石材は

頁岩が２点、安山岩が２点、流紋岩が４点となっている（図19－８・11～17、図22－８・11～

17）。図19－12・14・15は縦長剥片を素材にし、ナイフ形石器に分類される可能性がある。また、

図19－８が先端の折れが意図的な加工と判断されれば、ペン先形ナイフ形石器と判断されるかも

しれない。

【スクレイパー（略号SC）】
剥片の末端もしくは側縁に連続的な二次加工を施して湾曲した刃部を作出した石器。７点が出

土し、安山岩が２点、頁岩が５点である。小型と大型の二種類に分けることができる。素材剥片

の形状は多様であり、大型の２点は厚みがあることから小型のものと用途が異なると考えられる

（図19－18～24・25・26、図22－18～22・25・26）。

【彫刻刀形石器（略号BU）】
素材の縁辺に二次加工を施すか、あるいは折断することによって打面を用意し、側縁に器軸と

平行する彫刻刀面を作出したもの。３点出土しており、安山岩製２点、石英安山岩製１点である

（図19－27～29、図22－27・28、23－１）。

【局部磨製石斧（略号AX）】
刃部を中心に磨くことで加工を施し、斧形の形態をもつ石器。磯山遺跡では１点のみが出土し

ている。その１点は長さ・幅共に６㎝前後であり、石英安山岩製である（図19－30、図23－２）。

折損しているが、その縁辺が潰れており、この状態で実際に使用されたものと推定される。

東北大学収蔵資料のうち、点取り資料については法量等を計測し、属性表を作成した（表９～

22）。グリッド上げ資料は石材と重量を計測し、石材ごとの重量を表にまとめた（表３）。なお石

材の名称・分類は遺物台帳の登録に基づいている。石刃状剥片においては頭部調整の有無、背面

構成などさらに細かく属性を設定し、表にまとめている（表４）。石刃状剥片と一部の石核は報

告書に記載してある実測図を追加・修正もしくは新たに図を作成して記載している	（図11～18）。

1977年の報告書で掲載されたトゥール類・石核も再掲載しているが（図19～21）、東北大学にお
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表 3 磯山遺跡グリッド上げ石器組成表

点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g) 点 重量( g)

Ⅰ-4-H 15 117. 41 26 348. 76 41 466. 17

Ⅰ-5-H 13 218. 61 28 204. 96 2 53. 29 1 20. 45 44 497. 31

Ⅰ-5-Ⅰ 1 5. 94 5 48. 39 2 18. 55 1 3. 68 9 84. 56

Ⅰ-6-H 8 149. 08 22 390. 37 1 5. 35 31 544. 8

Ⅰ-6-Ⅰ 2 5. 17 5 7. 03 4 39. 71 1 7. 19 12 69. 1

Ⅰ-7-H 9 382. 25 12 112. 43 2 29. 41 5 159. 79 1 0. 42 29 684. 3

Ⅰ-7-力上 14 148. 37 21 128. 38 2 38. 69 3 43. 6 2 4. 08 42 363. 12

Ⅰ-8-H 14 320. 58 17 342. 3 1 38. 95 1 99. 9 33 801. 73

Ⅰ-8-Ⅰ 24 333. 98 18 451. 87 1 7. 91 3 34. 68 46 828. 44

Ⅰ-8-力上 1 11. 12 6 48. 84 1 13. 4 8 80. 36

Ⅰ-9-H 15 111. 08 24 132. 16 8 180. 26 1 3. 9 2 22. 94 50 450. 34

Ⅰ-9-Ⅰ 1 28. 32 4 5. 75 2 24. 32 7 64. 39

Ⅰ-10-H 12 117. 37 8 33. 83 8 168. 32 28 319. 52

Ⅰ-10-Ⅰ 2 25. 16 6 67. 94 3 7. 85 11 109. 95

Ⅱ-1-H 3 41. 19 2 12. 52 1 21. 03 4 36. 09 1 19. 11 11 137. 94

Ⅱ-4-H 3 6. 73 1 5. 31 1 26. 49 5 43. 53

Ⅱ-5-Ⅰ 5 158. 62 5 82. 26 1 14. 51 2 50. 45 13 313. 84

Ⅱ-5-H 6 86. 07 3 13. 97 1 16. 64 1 1. 01 11 122. 69

Ⅱ-5・ 6 10 365. 04 8 53. 7 1 3. 79 19 422. 53

Ⅱ-6拡-H 13 181. 21 2 7. 19 5 26. 81 1 0. 28 1 8. 02 22 232. 51

Ⅱ-7-Ⅰ 4 25. 79 11 36. 61 2 12. 81 1 2. 52 1 21. 18 19 98. 91

Ⅱ7・ 8-1ℓ 9 63. 91 23 79. 5 1 32. 01 2 14. 71 1 3. 32 1 0. 69 2 30. 24 39 224. 38

Ⅱ-8-Ⅰ 6 67. 46 7 13. 75 1 22. 52 1 3. 17 15 106. 9

Ⅲ-H 20 440. 46 32 274. 13 6 98. 34 7 169. 28 2 26. 96 1 43. 46 68 1052. 63

Ⅲ-北拡-1 2 117. 74 3 32. 25 1 7. 7 6 161. 69

Ⅳ-1-H 11 109. 27 3 10. 2 1 15. 52 15 138. 99

Ⅳ-2-H 3 38. 87 2 9. 73 5 50. 6

Ⅳ-北拡-H 5 76. 24 5 34. 98 10 111. 22

Ⅳ-西拡-H 13 130. 02 8 64. 92 1 16. 54 22 211. 48

Ⅴ-H 20 408. 28 20 170. 15 2 7. 87 2 2. 32 44 588. 62

拡-A-H 3 60. 58 5 10. 83 1 10. 28 9 81. 69

拡-相-H 1 31. 5 1 31. 5

ⅡA-1 8 71. 15 11 31. 58 5 51. 8 1 44. 91 1 14. 35 26 213. 79

ⅡA-2 10 96. 51 16 91. 36 1 20. 3 1 3. 42 1 9. 96 29 221. 55

ⅡA-3 2 72. 1 9 26. 06 1 18. 98 12 117. 14

ⅡA-4 4 75. 06 3 19. 38 7 94. 44

ⅡF 6 44. 35 3 11. 14 9 55. 49

Ⅱ-6S 1 12. 64 2 21. 42 2 29. 19 1 14. 17 1 10. 39 7 87. 81

2B-8 2 8. 42 12 131. 95 1 74. 94 3 18. 16 1 0. 75 19 234. 22

2D 12区 1 3. 81 1 0. 72 1 14. 68 3 19. 21

2D 12・ 13区 3 26. 2 1 7. 79 4 33. 99

2D 13区 3 28. 88 1 2. 95 4 31. 83

2D 15区 5 10. 8 5 10. 8

pi t  No. 1 3 14. 79 5 1. 84 2 0. 63 10 17. 26

pi t  No. 3 1 3. 51 1 3. 51

pi t  No. 4 1 9. 03 1 9. 03

pi t  No. 5 1 11. 43 1 11. 43

pi t  No. 6 1 5. 97 1 4. 86 2 10. 83

pi t  No. 7 4 51. 27 4 51. 27

pi t  No. 8 3 49. 65 4 27. 34 1 11. 51 8 88. 5

pi t  No. 10 1 2. 03 1 2. 03

pi t  No. 11 5 108. 78 1 5. 14 1 1. 69 1 1. 01 8 116. 62

pi t  No. 12 1 3. 44 1 3. 44

pi t  No. 14 1 31. 63 1 31. 63

pi t  No. 15 1 1. 61 1 1. 61

pi t  No. 16 4 23. 81 4 15. 33 8 39. 14

pi t  No. 17 7 224. 1 4 130. 05 11 354. 15

E pi t  ( ext r a) 7 53. 22 7 5. 82 3 5. 83 17 64. 87

S ( pi t  S) 48 500. 72 51 390. 64 4 17. 07 1 4. 7 9 8. 9 1 1. 67 1 28. 15 3 32. 4 118 984. 25

760908 41 540. 16 40 218. 7 4 216. 41 5 87. 76 1 4. 92 91 1067. 95

磯 2 178. 87 2 178. 87

T.  Ⅴ.  L.  1下 3 8. 82 4 5. 24 3 4. 76 10 18. 82

T.  2L.

Ⅰ.  東拡
5 18. 25 6 11. 33 4 6. 5 15 36. 08

T.  27区.

 東拡.  L1
8 42. 64 2 8. 57 1 9. 96 2 15. 9 1 7. 84 14 84. 91

TL 4区 1 14. 88 1 14. 88

表土 8 227. 36 4 19. 13 12 246. 49

計 457 6658. 83 540 4549. 18 35 609. 64 89 1421 2 16. 82 6 20. 81 21 296. 65 12 236. 96 16 29. 48 2 6. 59 1 28. 15 7 94. 21 1188 14053. 58

グリ ッ ド ・ 位置
砂質頁岩安山岩 頁岩 流紋岩 凝灰岩

ホルン

フェ ルス
計珪岩 鉄石英 玉髄 黒曜石 めのう 砂岩

－11－磯山技法の再検討
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表 4 磯山遺跡出土石刃状剥片属性表

長
(㎜)

幅
(㎜)

厚
(㎜)

重
(g)

腹面
作業
面

37 玉髄 61.1 25.3 14 16.7 2.42 ○ A類 礫 上部 22 6.8 119 84
97 頁岩 59 32.4 10.8 20.1 1.82 ○ AB類 先端欠 平坦 上部 19.7 8.1 112 91
108 頁岩 39 19.1 5 3.69 2.04 × A類 平坦 打面部 10.5 3.4 117 75
114 安山岩 73.7 28.9 8.6 16.4 2.55 ○ AC類 平坦 中央部 12.8 5.5 115 87
175 a 頁岩 44.6 36.1 14.9 12.9 1.24 × AB類 平坦 下部 10.1 5.9 101 83
223 頁岩 31.3 21.1 7.2 5.04 1.48 ○ AC類 平坦 打面部 19.9 6.2 121 77
257 頁岩 56.5 24 8.1 7.6 2.35 ○ A類 礫 打面部 11.5 6 114 81
264 安山岩 70.8 34.4 11.4 28.2 2.06 × AB類 平坦 中央部 14.6 6.8 132 77
332 凝灰岩 26.5 16.5 4.9 19.6 1.61 ○ AB類 平坦 上部 17.2 9.1 112 87
378 安山岩 49.3 28.3 7.1 8.2 1.74 × A類 先端欠 平坦 上部 17.1 6 117 101
381 a 頁岩 48.9 20.8 11.2 8.3 2.35 ○ AB類 先端欠 平坦 末端部 11.9 5.8 133 73
402 a 安山岩 35.4 34.2 9 13.3 1.04 × A類 基部のみ 平坦 末端部 18 6.5 120 77
405 a 安山岩 51.6 26.5 8.3 10.9 1.95 × AD類 先端欠 切子 下部 14.1 5.5 99 101
415 頁岩 58.5 41.8 8.2 15.1 1.4 × A類 先端欠 礫 中央部 13.8 5.4 93 92
436 頁岩 40 24 7.7 6.3 1.67 ○ E類 先端欠 平坦 上部 12.5 4.3 120 85
448 安山岩 55.2 26 13.9 15.8 2.12 × AC類 平坦 打面部 19.1 6.2 120 72
511 玉髄 61.6 29.7 9.7 13.2 2.07 ○ AB類 先端欠 切子 中央部 10.2 4.4 115 95
595 頁岩 53.3 29.5 7.9 14.6 1.81 × AD類 平坦 中央部 14.1 4.9 114 86
611 a 安山岩 59.3 35.2 7.6 13.8 1.68 × AD類 平坦 下部 9.3 4.2 118 76
630 頁岩 60.2 26.9 10.2 16.9 2.24 ○ AD類 平坦 中央部 15.1 10 117 91
635 安山岩 42.8 30.4 9.5 12.65 1.41 × AB類 平坦 中央部 15.9 10.1 143 56
702 流紋岩 65.5 41.4 16.4 38.9 1.58 × AD類 礫 中央部 17.1 10.7 111 84
763 凝灰岩 66.3 29.3 8 12.7 2.26 ○ E類 先端欠 平坦 中央部 20.2 6.6 124 79
870 安山岩 59.2 29.4 12.5 14.3 2.01 × AB類 基部半欠 平坦 上部 16.4 9.9 113 77
892 ホルンフェルス 44.2 29.1 9.6 13.6 1.52 × ADF類 平坦 上部 11.8 4.7 117 92
1065 安山岩 47.6 32.7 9.5 16.5 1.46 × AC類 基部のみ 平坦 上部 17.5 8.3 114 84
1093 流紋岩 56.8 46.8 11.4 16.9 1.21 × A類 切子 上部 15.5 6 117 86
1113 安山岩 63.4 25.6 11.9 16.87 2.48 × E類 平坦 中央部 15.7 5 120 87
1132 ホルンフェルス 60.1 17 6.4 5.51 3.54 ○ A類 平坦 中央部 8.4 2.7 123 91
1211 頁岩 60.2 26.2 15.9 22.6 2.3 ○ A類 先端欠 平坦 下部 20.9 11.5 124 77
1212 凝灰岩 51 20 6.3 5.06 2.55 × AC類 先端欠 平坦 中央部 17.3 5.7 124 82
1261 頁岩 45.9 26 9.6 16.9 1.77 ○ E類 先端欠 平坦 上部 13.2 4.9 133 75
1347 頁岩 57.5 33.1 10.6 15.9 1.74 × AD類 礫 中央部 14.5 5.8 116 97
1508 安山岩 48.1 22.8 8.1 10.2 2.11 × A類 先端欠 平坦 中央部 15.9 9.4 117 83
1828 頁岩 48.1 31.1 7.6 10.9 1.55 ○ A類 先端欠 平坦 中央部 9.8 4.9 118 88
1832 凝灰岩 61.5 29.7 11.5 18 2.07 × E類 先端欠 平坦 中央部 15.3 6.5 108 91
Ⅰ-6-H ② 頁岩 44.5 16.2 5.9 4.81 2.75 ○ AB類 先端欠 平坦 中央部 11.6 4.3 121 80
Ⅰ-6-H ③ 安山岩 54.7 19.2 6.6 7.27 2.85 × AC類 先端欠 平坦 下部 9.3 5.2 126 86
Ⅰ-6-H ④ 安山岩 65.7 34.1 10.6 27.72 1.93 × AC類 先端欠 平坦 中央部 22 8.9 119 77
Ⅰ-7-H ④ 頁岩 85.6 36 13.5 39.64 2.38 ○ AC類 平坦 上部 19.4 6.2 115 81
Ⅰ-7-H ⑤ 頁岩 43.8 17.5 7.7 5.44 2.49 × AC類 先端欠 平坦 下部 14.1 8.3 106 82
Ⅰ-7-力上 ② 凝灰岩 63.2 23.4 13.9 26.59 2.7 × AC類 左半分 平坦 上部 21 9.9 114 87
Ⅰ-7-力上 ③ 安山岩 51.3 25 8.1 10.2 2.05 × A類 平坦 中央部 15.4 8.4 118 77
Ⅰ-9-H ③ 凝灰岩 60.9 32.7 9.7 16.06 1.86 ○ AB類 先端欠 平坦 中央部 6.6 3.7 116 86
Ⅰ-9-H ④ 頁岩 59.7 21.3 8.9 8.86 2.8 ○ AB類 平坦 下部 9.6 4.3 122 78
Ⅰ-10-H ① 頁岩 48.4 25.7 11.2 12.24 1.88 × A類 先端欠 平坦 中央部 12.2 7.5 125 81
Ⅰ-10-H ② 安山岩 43.6 25 7.6 6.9 1.74 × AD類 平坦 中央部 11.3 6.2 120 84
Ⅱ-5-1a ① 頁岩 54.4 21.6 5.6 6.18 2.51 - A類 打面部欠 折れ 打面部 - - - -
Ⅲ-北拡-1 ① 頁岩 55.4 31.2 13.9 26.2 1.78 ○ AB類 平坦 末端部 20.7 7.5 118 88
Ⅴ-H ① 頁岩 45.5 22 6.5 6.11 2.07 ○ AC類 平坦 中央部 15.2 5.6 113 84
Ⅴ-H ② 凝灰岩 50.8 21.2 6.3 6.95 2.4 × A類 平坦 上部 11.1 5.2 118 84
S ② 頁岩 62.4 26.1 8.8 15.19 2.39 × ABC類 先端欠 平坦 末端部 6.6 3.9 119 87
S ③ 流紋岩 57.2 30.3 16.9 33.69 1.89 ○ AC類 平坦 上部 30.1 12.9 115 78
表採 ① 安山岩 50.4 24.9 7.9 10.72 2.02 × A類 平坦 上部 17.1 6.5 119 88
pit No.9 ① 砂質頁岩 73.1 28.1 11.1 19.68 2.6 × A類 平坦 下部 11.4 5.6 123 77
2B-8 ② 珪岩 66.7 25.8 9.7 16.96 2.59 ○ CE類 先端欠 平坦 中央部 9.8 4.7 101 107

打面との角度法量
石材遺物番号

長副
比

頭部
調整

背面
構成

破損
状況

打面の
形状

最大幅
の位置

打面
幅

打面
厚
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表 4 磯山遺跡出土石刃状剥片属性表

長
(㎜)

幅
(㎜)

厚
(㎜)

重
(g)

腹面
作業
面

37 玉髄 61.1 25.3 14 16.7 2.42 ○ A類 礫 上部 22 6.8 119 84
97 頁岩 59 32.4 10.8 20.1 1.82 ○ AB類 先端欠 平坦 上部 19.7 8.1 112 91
108 頁岩 39 19.1 5 3.69 2.04 × A類 平坦 打面部 10.5 3.4 117 75
114 安山岩 73.7 28.9 8.6 16.4 2.55 ○ AC類 平坦 中央部 12.8 5.5 115 87
175 a 頁岩 44.6 36.1 14.9 12.9 1.24 × AB類 平坦 下部 10.1 5.9 101 83
223 頁岩 31.3 21.1 7.2 5.04 1.48 ○ AC類 平坦 打面部 19.9 6.2 121 77
257 頁岩 56.5 24 8.1 7.6 2.35 ○ A類 礫 打面部 11.5 6 114 81
264 安山岩 70.8 34.4 11.4 28.2 2.06 × AB類 平坦 中央部 14.6 6.8 132 77
332 凝灰岩 26.5 16.5 4.9 19.6 1.61 ○ AB類 平坦 上部 17.2 9.1 112 87
378 安山岩 49.3 28.3 7.1 8.2 1.74 × A類 先端欠 平坦 上部 17.1 6 117 101
381 a 頁岩 48.9 20.8 11.2 8.3 2.35 ○ AB類 先端欠 平坦 末端部 11.9 5.8 133 73
402 a 安山岩 35.4 34.2 9 13.3 1.04 × A類 基部のみ 平坦 末端部 18 6.5 120 77
405 a 安山岩 51.6 26.5 8.3 10.9 1.95 × AD類 先端欠 切子 下部 14.1 5.5 99 101
415 頁岩 58.5 41.8 8.2 15.1 1.4 × A類 先端欠 礫 中央部 13.8 5.4 93 92
436 頁岩 40 24 7.7 6.3 1.67 ○ E類 先端欠 平坦 上部 12.5 4.3 120 85
448 安山岩 55.2 26 13.9 15.8 2.12 × AC類 平坦 打面部 19.1 6.2 120 72
511 玉髄 61.6 29.7 9.7 13.2 2.07 ○ AB類 先端欠 切子 中央部 10.2 4.4 115 95
595 頁岩 53.3 29.5 7.9 14.6 1.81 × AD類 平坦 中央部 14.1 4.9 114 86
611 a 安山岩 59.3 35.2 7.6 13.8 1.68 × AD類 平坦 下部 9.3 4.2 118 76
630 頁岩 60.2 26.9 10.2 16.9 2.24 ○ AD類 平坦 中央部 15.1 10 117 91
635 安山岩 42.8 30.4 9.5 12.65 1.41 × AB類 平坦 中央部 15.9 10.1 143 56
702 流紋岩 65.5 41.4 16.4 38.9 1.58 × AD類 礫 中央部 17.1 10.7 111 84
763 凝灰岩 66.3 29.3 8 12.7 2.26 ○ E類 先端欠 平坦 中央部 20.2 6.6 124 79
870 安山岩 59.2 29.4 12.5 14.3 2.01 × AB類 基部半欠 平坦 上部 16.4 9.9 113 77
892 ホルンフェルス 44.2 29.1 9.6 13.6 1.52 × ADF類 平坦 上部 11.8 4.7 117 92
1065 安山岩 47.6 32.7 9.5 16.5 1.46 × AC類 基部のみ 平坦 上部 17.5 8.3 114 84
1093 流紋岩 56.8 46.8 11.4 16.9 1.21 × A類 切子 上部 15.5 6 117 86
1113 安山岩 63.4 25.6 11.9 16.87 2.48 × E類 平坦 中央部 15.7 5 120 87
1132 ホルンフェルス 60.1 17 6.4 5.51 3.54 ○ A類 平坦 中央部 8.4 2.7 123 91
1211 頁岩 60.2 26.2 15.9 22.6 2.3 ○ A類 先端欠 平坦 下部 20.9 11.5 124 77
1212 凝灰岩 51 20 6.3 5.06 2.55 × AC類 先端欠 平坦 中央部 17.3 5.7 124 82
1261 頁岩 45.9 26 9.6 16.9 1.77 ○ E類 先端欠 平坦 上部 13.2 4.9 133 75
1347 頁岩 57.5 33.1 10.6 15.9 1.74 × AD類 礫 中央部 14.5 5.8 116 97
1508 安山岩 48.1 22.8 8.1 10.2 2.11 × A類 先端欠 平坦 中央部 15.9 9.4 117 83
1828 頁岩 48.1 31.1 7.6 10.9 1.55 ○ A類 先端欠 平坦 中央部 9.8 4.9 118 88
1832 凝灰岩 61.5 29.7 11.5 18 2.07 × E類 先端欠 平坦 中央部 15.3 6.5 108 91
Ⅰ-6-H ② 頁岩 44.5 16.2 5.9 4.81 2.75 ○ AB類 先端欠 平坦 中央部 11.6 4.3 121 80
Ⅰ-6-H ③ 安山岩 54.7 19.2 6.6 7.27 2.85 × AC類 先端欠 平坦 下部 9.3 5.2 126 86
Ⅰ-6-H ④ 安山岩 65.7 34.1 10.6 27.72 1.93 × AC類 先端欠 平坦 中央部 22 8.9 119 77
Ⅰ-7-H ④ 頁岩 85.6 36 13.5 39.64 2.38 ○ AC類 平坦 上部 19.4 6.2 115 81
Ⅰ-7-H ⑤ 頁岩 43.8 17.5 7.7 5.44 2.49 × AC類 先端欠 平坦 下部 14.1 8.3 106 82
Ⅰ-7-力上 ② 凝灰岩 63.2 23.4 13.9 26.59 2.7 × AC類 左半分 平坦 上部 21 9.9 114 87
Ⅰ-7-力上 ③ 安山岩 51.3 25 8.1 10.2 2.05 × A類 平坦 中央部 15.4 8.4 118 77
Ⅰ-9-H ③ 凝灰岩 60.9 32.7 9.7 16.06 1.86 ○ AB類 先端欠 平坦 中央部 6.6 3.7 116 86
Ⅰ-9-H ④ 頁岩 59.7 21.3 8.9 8.86 2.8 ○ AB類 平坦 下部 9.6 4.3 122 78
Ⅰ-10-H ① 頁岩 48.4 25.7 11.2 12.24 1.88 × A類 先端欠 平坦 中央部 12.2 7.5 125 81
Ⅰ-10-H ② 安山岩 43.6 25 7.6 6.9 1.74 × AD類 平坦 中央部 11.3 6.2 120 84
Ⅱ-5-1a ① 頁岩 54.4 21.6 5.6 6.18 2.51 - A類 打面部欠 折れ 打面部 - - - -
Ⅲ-北拡-1 ① 頁岩 55.4 31.2 13.9 26.2 1.78 ○ AB類 平坦 末端部 20.7 7.5 118 88
Ⅴ-H ① 頁岩 45.5 22 6.5 6.11 2.07 ○ AC類 平坦 中央部 15.2 5.6 113 84
Ⅴ-H ② 凝灰岩 50.8 21.2 6.3 6.95 2.4 × A類 平坦 上部 11.1 5.2 118 84
S ② 頁岩 62.4 26.1 8.8 15.19 2.39 × ABC類 先端欠 平坦 末端部 6.6 3.9 119 87
S ③ 流紋岩 57.2 30.3 16.9 33.69 1.89 ○ AC類 平坦 上部 30.1 12.9 115 78
表採 ① 安山岩 50.4 24.9 7.9 10.72 2.02 × A類 平坦 上部 17.1 6.5 119 88
pit No.9 ① 砂質頁岩 73.1 28.1 11.1 19.68 2.6 × A類 平坦 下部 11.4 5.6 123 77
2B-8 ② 珪岩 66.7 25.8 9.7 16.96 2.59 ○ CE類 先端欠 平坦 中央部 9.8 4.7 101 107
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いて所蔵を確認できなかった資料は掲載していない。その他、磯山遺跡では石鏃をはじめとした

後期旧石器時代に属さない遺物が数点出土しており、座標も計測している。属性表（表９～22）

には旧石器時代以外の遺物と東北大学に収蔵されていない遺物は省略してある。

２．出土資料の分析

　⑴　石刃状剥片の分析
分析に際して石刃状剥片を背面構成から以下のように分類した。

A類：背面が主要剥離面と同方向の剥離でのみ構成されるもの

B類：背面が主要剥離面と対向する剥離でのみ構成されるもの

C類：背面が主要剥離面と直交する剥離でのみ構成されるもの

D類：背面に原礫面（自然面）を１/３以上残したもの

E類：背面の剥離方向に規則性を持たないもの

AB類：背面に主要剥離面と同方向・対向する剥離が混在するもの

AC類：背面に主要剥離面と同方向・直交する剥離が混在するもの

AD類：	背面に原礫面（自然面）を１/３以上残しつつ、主要剥離面と同方向の剥離を持つもの

ABC類：背面に主要剥離面と同方向・対向・直交する剥離が混在するもの

ADF類：	背面に原礫面と節理面を１/３以上残しつつ、主要剥離面と同方向の剥離を持つもの

DE類：背面に原礫面を１/３以上残しつつ、剥離方向に規則性を持たないもの

各背面構成の割合を見てみると、A類、AD類、ADF類の合計の割合は44.62%であり、半分近
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であり、頭部調整が施されている場合、長副比が少しだけ大きくなることがわかった。なお、頭
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あるものが僅かに細長い石刃状剥片が剥離となっていることが分かる。

また、主要な石材と法量の関係を見てみると、すべての項目において流紋岩製の平均値が最も

高い。頁岩製に比べて安山岩製の石刃状剥片はわずかに長さ・幅の値が大きく、厚さの値は小さ
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図 5 石刃状剥片の背面構成及び最大幅の位置の割合

表 5 石刃状剥片の頭部調整の有無と法量の平均
表 6 t 検定の結果による p 値一覧

図 6 石刃状剥片の法量の平均値と分布

平均値 p値(t検定) 分散の種類
長 0.612324 非等分散
幅 0.092736 等分散
厚 0.922219 等分散
重 0.736744 等分散

打面幅 0.651122 非等分散
打面厚 0.628761 等分散

長(㎜) 幅(㎜) 厚(㎜) 重(ｇ)
打面幅

(㎜)
打面厚

(㎜)
平均 55.43 25.86 9.78 15.26 15.14 6.35

標準偏差 10.76 6.44 2.92 8.12 4.5 2.19
平均 53.81 28.82 9.7 14.51 14.53 6.64

標準偏差 10.87 6.58 2.93 8.31 4.4 2.22
調整無
(N=33)

調整有
(N=22)
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いものが多い（図６）。

次に、頭部調整の有無と石材の関係をみると、安山岩では頭部調整がある石刃状剥片が17点中

１点（5.88%）と少ないのに対し、頁岩（63.64%）、凝灰岩（42.86%）、流紋岩（33.3%）では、よ

表 7 石刃状剥片の頭部調整の有無と石材

図 7 石核の分類とその石材の割合

図 8 石核に残る調整等の割合

表 8 石核の分類と組成

大別 細別 計
a 27
b 38
c 10
d 9
a 52
b 22
c 34

192計

Ⅰ

Ⅱ

84

108

石材 / 調整 有 無 計
安山岩 1 16 17
頁岩 14 8 22

凝灰岩 3 4 7
流紋岩 1 2 3

ホルンフェルス 1 1 2
玉髄 2 2

砂質頁岩 1 1
珪岩 1 1
計 23 32 55
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り高い出現率を示す（表７）。また、全体の数が少ないものの、珪岩や玉髄では全てに頭部調整

が施されており、硬い岩石ほど頭部調整が行われる頻度が高くなる。

石刃状剥片の属性を分析した結果を以下にまとめる。

・磯山遺跡の剥片剥離技術においては打面再生、打面転移（両設打面）、頭部調整の各調整技術

が確認できた。

・安山岩では頭部調整が施された石刃状剥片が極めて少なく、頁岩や他の硬質の石材では頭部調

整の出現率が高いことから、頭部調整はより硬質の石材ほど多用されたといえる。

・石刃状剥片において主要な石材と法量の関係を見ると、流紋岩製がどの値も最も大きくなり、

凝灰岩製が長副比の値が一番大きい。また安山岩製と頁岩製を比較すると、頁岩製より安山岩

製が長さ・幅の平均が大きくなることが分かった。

　⑵　石核の分析
磯山遺跡から出土した石核192点について分類してみると、石刃状剥片を剥離した石刃核であ

る「石核Ⅰ類」が84点（43.75%）、石刃状剥片の剥離が確認できない「石核Ⅱ類」が108点（56.25%）

である。さらに形態的・技術的特徴から以下のように細別した（表８）。

Ⅰa類：	石核の一端にある打面から、石刃状剥片が連続的に一方向に剥離される（単設打面の

石刃核）

Ⅰb類：作業面に、石刃状剥離に先行する別方向の剥離面を有する

Ⅰc類：石核の両端に打面を設定し、石刃状剥片を剥離する（両設打面の石刃核）

Ⅰd類：石刃状剥片を剥離した打面から、90°の打面転移が行われ、剥片剥離が行われる

Ⅱa類：１つの打面を有し、一方向の剥離面から成る作業面をもつ（単設打面の石核）

Ⅱb類：作業面の剥離方向が３つ以上で、球心状に剥離されたもの

Ⅱc類：作業面の剥離方向が２つのもの

石核Ⅰ類の割合を見てみると、Ⅰb類の割合が一番多く（45.2%）、Ⅰc類とⅠd類はそれぞれ

10%前後で、両設打面と打面転移は石刃剥離技術の中でも主体の技術ではない。石刃核の中で打

面と作業面とのなす角度をより鋭角に補正するために、打面再生を実施した事例は９点（10.71%）

確認できた。すなわち、打面再生もまた一割程度の石刃核でしか行われていない。

次に、石核Ⅰ類とⅡ類の石材別の割合を見ると、いずれも安山岩製が最も高く、Ⅰ類が52.38%

（44点）、Ⅱ類が45.37%（49点）である（図７）。続いて頁岩製が高く、いずれも28％前後である。

残りの25%ほどに様々な石材が含まれ、凝灰岩・石英安山岩、流紋岩がⅠ・Ⅱ類の両者にみられ

る。ホルンフェルス・珪岩・玉髄はⅠ類にみられず、石刃核に用いられた石材の種類が少ないこ

とが分かる。さらに細かく見ると、頭部調整がある石核は少ないが、全５点中３点が頁岩であり、
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１点が安山岩、もう１点が鉄石英である（図８）。また、打面再生がある石核10点のうち８点が

頁岩、２点が安山岩である。打面再生や頭部調整の出現率は、頁岩で高く、安山岩で低い。

石刃核と石刃状剥片の石材別の割合を比較してみると（図９）、石刃核には安山岩製の割合が

相対的に52.38%と高い。石刃状剥片では、頁岩製や凝灰岩製の割合が大きい。石英安山岩や鉄石

英など石刃核のみにある石材が存在する一方で、珪岩や玉髄など石刃状剥片にしかない石材も存

在する。つまり、石刃状剥片や石核の搬出入があり、両者の石材組成の相違になって表れたと考

えられる。

３．考察

　⑴　磯山遺跡の編年的位置づけ
磯山遺跡の編年的位置づけにおいて、多くの研究で南関東の立川ローム層と比較して推定す

る研究が行われている。その一部を参照してみると、Ⅹ層相当（芹澤	2009）、Ⅸ層段階（川田	

1995、角張・藤波	1995、小菅・西井	2010）、Ⅸ層上部～Ⅶ層に対比（田村	1989）、Ⅶ層下部（佐

藤	1992）など、研究者によってその見解は様々である。

磯山遺跡の遺物が出土した層位に注目してみると、主たる遺物包含層は暗色帯（黒色帯）であ

る。付近の上林遺跡では妥当な絶対年代は検出されていないが、その出土層位である第２文化層

図 9 石核と石刃状剥片の石材の割合

図 10 石器製作技法の模式図  ( 角張 2007より作成 )
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は赤城鹿沼パミス（Ag－KP、45ka	BP）より上位であり、姶良Tn火山灰（AT、30,009	±	189	

SG062012	BP（Smith	et	al.	2013））よりも下位である。この層は磯山遺跡の包含層と同じである

ことから、両者は同時期であると考えられる。南関東の遺跡ではAT下位の暗色帯は立川ローム

Ⅶ層もしくはⅨ層段階に位置づけられている。

石器群で比較してみると、石刃状剥片の生産、剥片素材の台形様石器やペン先形ナイフ形石器、

局部磨製石斧の存在など前半期の特徴があり、利用石材の類似性が強い下総台地の編年中ではⅡ

期（立川ロームⅨ層段階）に位置づけられる（諏訪間ほか	2010、中村	2014）。

これらの要素から本稿では磯山遺跡の編年的位置づけを立川ロームⅨ層段階とする。上部・下

部といったそれよりも細かい位置づけは判断が難しい。

　⑵　石材と製作技術の関連
前項の分析では、石刃状剥片の頭部調整の有無による法量の平均値には統計的な有意差はな

かった。また、頭部の残る安山岩製の石刃状剥片17点中、頭部調整が有るものが１点（5.88%）

なのに対し、頭部の残る頁岩製の石刃状剥片22点中、頭部調整の有るものが14点（63.64%）と、

頭部調整の有無は石材によって偏りがある。

この二つの事実から、頭部調整の実施は石刃状剥片の形態に影響するものではなく、石材の違

いによって区別されたと考えられる。そして、打面再生においても頁岩において出現頻度が高い

ことが確認された。一方で、両設打面や打面転移の出現率は、石材による差が見られない。この

ように石材によって出現頻度の異なる技術要素が存在することが分かった。本遺跡の主要石材で

ある安山岩と頁岩を比べれば、打面再生と頭部調整の出現頻度は安山岩で低く、頁岩で高い。特

に頭部調整は硬い岩石ほど出現率が高い。これらの点から、石材種を無視した単純な技術・型式

学的な石器群対比によって、遺跡を編年的に評価するのは危険であると指摘できる。

　⑶　磯山技法について
本節では研究史を整理し、前章の分析で明らかとなった磯山遺跡の石刃状剥片の剥離技術の様

相と先行研究の中で磯山技法を有する、あるいは同時期とされる石刃石器群（中山新田Ⅰ（田

村1986）、仲ノ台（落合・高田1989）、中東（大久保2011、越前2016）、武蔵国分寺跡（福島ほか

2003）、岩井沢（加藤ほか1973、渋谷1992）、風無台Ⅰ（大野ほか1985）、松木台Ⅲ（高橋ほか

1986）、清水西（植松ほか2015）等）との共通点・相違点を明らかにして、磯山技法の広がりと

変異を確認する。

磯山技法の提唱者である芹沢（1962）は、磯山技法を「ほぼ楕円形の自然石を選び、最初の打

撃によって上端を輪切りにしてまず平坦面を作り、これを打面として、ほぼ半周に順次打撃を加

える方法が用いられ」、「この場合には石刃技法のような調整された円筒石核はできず、いわば半

円錐形の粗雑な石核が出来上がり、剥片は根元が広く、先端が次第に細くなってゆく。良質の黒

曜石や硬質頁岩に恵まれない地域では、このような剥離方法が長く用いられたのかもしれない」
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かった。また、頭部の残る安山岩製の石刃状剥片17点中、頭部調整が有るものが１点（5.88%）

なのに対し、頭部の残る頁岩製の石刃状剥片22点中、頭部調整の有るものが14点（63.64%）と、

頭部調整の有無は石材によって偏りがある。

この二つの事実から、頭部調整の実施は石刃状剥片の形態に影響するものではなく、石材の違

いによって区別されたと考えられる。そして、打面再生においても頁岩において出現頻度が高い

ことが確認された。一方で、両設打面や打面転移の出現率は、石材による差が見られない。この

ように石材によって出現頻度の異なる技術要素が存在することが分かった。本遺跡の主要石材で

ある安山岩と頁岩を比べれば、打面再生と頭部調整の出現頻度は安山岩で低く、頁岩で高い。特

に頭部調整は硬い岩石ほど出現率が高い。これらの点から、石材種を無視した単純な技術・型式

学的な石器群対比によって、遺跡を編年的に評価するのは危険であると指摘できる。

　⑶　磯山技法について
本節では研究史を整理し、前章の分析で明らかとなった磯山遺跡の石刃状剥片の剥離技術の様

相と先行研究の中で磯山技法を有する、あるいは同時期とされる石刃石器群（中山新田Ⅰ（田

村1986）、仲ノ台（落合・高田1989）、中東（大久保2011、越前2016）、武蔵国分寺跡（福島ほか

2003）、岩井沢（加藤ほか1973、渋谷1992）、風無台Ⅰ（大野ほか1985）、松木台Ⅲ（高橋ほか

1986）、清水西（植松ほか2015）等）との共通点・相違点を明らかにして、磯山技法の広がりと

変異を確認する。

磯山技法の提唱者である芹沢（1962）は、磯山技法を「ほぼ楕円形の自然石を選び、最初の打

撃によって上端を輪切りにしてまず平坦面を作り、これを打面として、ほぼ半周に順次打撃を加

える方法が用いられ」、「この場合には石刃技法のような調整された円筒石核はできず、いわば半

円錐形の粗雑な石核が出来上がり、剥片は根元が広く、先端が次第に細くなってゆく。良質の黒

曜石や硬質頁岩に恵まれない地域では、このような剥離方法が長く用いられたのかもしれない」
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とし、石刃技法によらない剥片剥離方法の存在を提唱し、遺跡を石刃出現以前の時期に位置づけ

ている。その後、1977年の報告書の刊行以降、遺跡の性格が共有されるにつれて、多くの研究者

が磯山技法について言及してきた（中村	1980、田村	1989、吉川	2010、鹿又	2015、須藤	2017等）。

先行研究で挙げられた主張を整理し、分析から明らかになった磯山遺跡の石刃状剥片の剥離技術

の様相を踏まえると、磯山技法とは「作業面が固定され、その裏面に礫面や平坦な剥離面を残し

ながら剥離が進行し、状況に応じて頭部調整や打面再生、打面転移を施して、長幅比が２程度で

基部と中間部が太く、先端が細い縦長剥片を剥離する技術」となる。

以上のように、石材の違いによって各種の技術要素の発現度の違いはあるものの、上記の比較

対象遺跡の中には、打面再生や両設打面がみられない遺跡が存在し、それらの技術は磯山技法と

は厳密には言えないことになる。

次に、磯山遺跡の石刃状剥片の剥離技術の独自性を示すと、以下のようになる。

１．石刃核は単設・両設打面の両方が見受けられるが、単設の割合の方が高いこと。また、単設

打面の石刃核は半円錐形・半角錐形をしている場合が多い。小型の円礫が素材となることが多

く、剥離が進んだものは、作業面の裏面に自然面を残した扁平石核となる。

２．多様な石材が用いられるが、安山岩や流紋岩など火山岩性の質の高くない石材を主体的に使

用している。

３．原石を分割してから石核整形を進めるよりも、礫のまま石核の整形を始める場合が多い。

４．頭部調整や打面再生の出現頻度は頁岩で高く、安山岩で低い。

つまり、磯山技法は上記のかっこ書きの普遍性に加えて、１～４の要素を副次的に兼ね備えて

いる。この副次的な要素は使用石材（石材環境）が大きく影響している。芹沢が提唱して以降、

磯山技法は、東日本を中心に多くの類例となる遺跡が発見されるに至り、その概念規定は使用石

材と石核の整形の関係にまで及んでいることがわかる。

角張淳一（2007）によると石器製作「技法」という概念は「特定の石材に特定の技術を用いて

加工を施し、特定のデザインを形成することで、素材・技術・デザインの関係性」を表すものと

している（図10）。磯山技法において、特定の素材とは安山岩や流紋岩などの火山岩または質の

良くない頁岩であり、特定の技術とは、ハードハンマーの直接打撃によって石核の打面上で蛇行

のように打点が後退していくことと、作業面調整や稜形成、打面調整を施さずに、頭部調整や打

面再生、打面転移を状況に応じて用いることであり、特定のデザインとは打面の大きく残る寸詰

まりの縦長剥片と位置付けることができる。また、角張（2007）は石器製作「技法」は地域と時

代に固有するとしているが、磯山技法においては石材選択の条件（素材の特定性）が、他の「技

法」よりも緩いため、広い地域で確認できるものであると理解できる。即ちこの石材選択におけ

る条件の緩さが他の「技法」にはない磯山技法の特徴と言える。
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おわりに

本稿では磯山遺跡出土資料について1977年の報告書では報告しきれなかった部分を補完すると

ともに、出土資料を分析することで、磯山遺跡における石器製作技術の復元を試みた。その結果、

石材によって石刃状剥片の特徴が異なる点を解明し、磯山技法の概念を整理した。本稿で進めて

きた分析と考察、そこから見えてきた課題と展望を提示したい。

磯山遺跡の資料は東北大学収蔵資料の他に、発見者の谷島が表土から採集した資料847点と、

栃木県史編さん事業発掘調査時の遺物228点が存在する。これらの資料は一部トゥール類の法量

や石材、実測図等のデータが公開されている（中村・山越	1974、川田	1996）。本稿ではこれら

1000点あまりの資料については対象外としたが、当然これら二つの資料も対象に含めた分析を行

う必要があり、課題として挙げられる。東北大学収蔵資料だけでなく、それ以外の資料も対象に

して母岩分類をすることで、先行研究では指摘されていない新たな接合関係が期待できる。その

上で、各種の石材産地との関係から（田村・国武・吉野2004a・b、田村・国武2006、国武2008、

吉田・森嶋2000）、石材獲得と消費の状況を具体的に示すことができる。安山岩（黒色安山岩）

は遺跡から約25kmの距離の武子川流域で、頁岩は約35kmの距離の荒川流域で採取できる。本遺

跡の主要石材である両石材はそれほど遠隔地から運ばれた訳ではないが、遺跡の近傍産でもない

ため、その獲得と搬入形態、消費の関係を明らかにする必要がある。

また、磯山技法を中心に検討したため、他の剥片剥離技術の検討が十分でなかった。すなわ

ち、小型幅広の剥片（貝殻状剥片）を量産する技術は、二極構造（佐藤1990）や二項モード（田

村1989）の一面を示すものであり、本遺跡の石器製作の技術構造や、前半期から後半期への技術

構造の変化（角張・藤波1987、安斎2003）を理解する上で不可欠な情報である。この技術から生

じた剥片は、ペン先形ナイフ形石器や台形様石器など多くのトゥールの素材となっている。また、

「米ヶ森技法」との関係も検討する必要があるため、この点は稿を改めて報告する予定である。

次に、接合資料や母岩別資料に関する詳細を本論では報告できなかった。母岩分類による分析

の観点として、原礫から石刃核を整形する際に、上部を叩き打面を作出するが、その際に打面作

出剥片として剥離した原礫の上部を盤状石核として再利用した可能性があるという指摘が参考に

なるだろう（中村	1983）。この仮説を立証するためには、石刃核と盤状石核の間で接合関係を見

つける必要がある。この仮説が立証されれば、本稿で指摘してきた磯山技法の広がりに新たな要

素を加えることができると期待される。

また、礫群の詳細な分析も未了であり、具体的な法量や被熱痕の把握、接合関係と空間分布の

検討から、礫が多出する本遺跡の特徴を明らかにしたい。同市内には伊勢崎Ⅱ遺跡第Ⅱ文化層な

ど礫群が伴う遺跡があり（吉田・森嶋2000）、当地域の特徴的な活動となるか否かも含めて検討

が必要である。

発掘及び報告書刊行後からかなりの年月が経ち、調査日誌や一部の遺物・図面が残っていない

こともあり、詳細な調査経緯・すべての遺物の属性・遺物の空間分布が本稿に記載できなかった
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おわりに

本稿では磯山遺跡出土資料について1977年の報告書では報告しきれなかった部分を補完すると

ともに、出土資料を分析することで、磯山遺跡における石器製作技術の復元を試みた。その結果、

石材によって石刃状剥片の特徴が異なる点を解明し、磯山技法の概念を整理した。本稿で進めて

きた分析と考察、そこから見えてきた課題と展望を提示したい。

磯山遺跡の資料は東北大学収蔵資料の他に、発見者の谷島が表土から採集した資料847点と、

栃木県史編さん事業発掘調査時の遺物228点が存在する。これらの資料は一部トゥール類の法量

や石材、実測図等のデータが公開されている（中村・山越	1974、川田	1996）。本稿ではこれら

1000点あまりの資料については対象外としたが、当然これら二つの資料も対象に含めた分析を行

う必要があり、課題として挙げられる。東北大学収蔵資料だけでなく、それ以外の資料も対象に

して母岩分類をすることで、先行研究では指摘されていない新たな接合関係が期待できる。その

上で、各種の石材産地との関係から（田村・国武・吉野2004a・b、田村・国武2006、国武2008、

吉田・森嶋2000）、石材獲得と消費の状況を具体的に示すことができる。安山岩（黒色安山岩）

は遺跡から約25kmの距離の武子川流域で、頁岩は約35kmの距離の荒川流域で採取できる。本遺

跡の主要石材である両石材はそれほど遠隔地から運ばれた訳ではないが、遺跡の近傍産でもない

ため、その獲得と搬入形態、消費の関係を明らかにする必要がある。

また、磯山技法を中心に検討したため、他の剥片剥離技術の検討が十分でなかった。すなわ

ち、小型幅広の剥片（貝殻状剥片）を量産する技術は、二極構造（佐藤1990）や二項モード（田

村1989）の一面を示すものであり、本遺跡の石器製作の技術構造や、前半期から後半期への技術

構造の変化（角張・藤波1987、安斎2003）を理解する上で不可欠な情報である。この技術から生

じた剥片は、ペン先形ナイフ形石器や台形様石器など多くのトゥールの素材となっている。また、

「米ヶ森技法」との関係も検討する必要があるため、この点は稿を改めて報告する予定である。

次に、接合資料や母岩別資料に関する詳細を本論では報告できなかった。母岩分類による分析

の観点として、原礫から石刃核を整形する際に、上部を叩き打面を作出するが、その際に打面作

出剥片として剥離した原礫の上部を盤状石核として再利用した可能性があるという指摘が参考に

なるだろう（中村	1983）。この仮説を立証するためには、石刃核と盤状石核の間で接合関係を見

つける必要がある。この仮説が立証されれば、本稿で指摘してきた磯山技法の広がりに新たな要

素を加えることができると期待される。

また、礫群の詳細な分析も未了であり、具体的な法量や被熱痕の把握、接合関係と空間分布の

検討から、礫が多出する本遺跡の特徴を明らかにしたい。同市内には伊勢崎Ⅱ遺跡第Ⅱ文化層な

ど礫群が伴う遺跡があり（吉田・森嶋2000）、当地域の特徴的な活動となるか否かも含めて検討

が必要である。

発掘及び報告書刊行後からかなりの年月が経ち、調査日誌や一部の遺物・図面が残っていない

こともあり、詳細な調査経緯・すべての遺物の属性・遺物の空間分布が本稿に記載できなかった
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など反省が残る部分もある。しかしながら、研究史上で多くの議論がなされてきた磯山遺跡の資

料内容を報告できたことで、後期旧石器時代前半期の研究のさらなる躍進に寄与できるものと期

待したい。

本稿は須賀が平成30年度に東北大学文学部へ提出した卒業論文を基に、鹿又の添削を経て加筆

修正を加えたものである。本論の実測図や計測データは全て須賀が作成したものであり、鹿又が

撮影した遺物写真を加えて報告するに至った。本稿執筆にあたっては、名古屋大学大学院環境学

研究科の門脇誠二講師から多くのご指導、ご鞭撻を頂いた。また、東北大学大学院文学研究科考

古学研究室の阿子島香教授、洪惠媛助教、東北大学学際科学フロンティア研究所の田村光平助教

にもご指導頂いた。東北大学考古学研究室の熊谷亮介氏（当時）をはじめとした研究室の皆様に

は、多くの有益な助言や励ましを頂いた。また、1977年の報告書作成時の整理作業の経緯を渋谷

孝雄氏から御教示いただいた。磯山遺跡の現状については森嶋秀一氏から御教示を受けた。末筆

ですが、記して深く感謝申し上げる。

註
１）芹沢編（1977）では、実測図のレイアウト配置に誤りが多く確認されたため、それらを修正して本論に再掲した。また、

本論の図14－３の石核は1977年時報告で第21図版２B－８として掲載されていたが、遺物の注記には遺物番号として384
と記載されていたため、本稿では384の遺物として掲載した。

２）中村（1980）によれば、南トレンチにあるお茶の木の南側の部分は、県史編さん事業の調査後に宅地造成のためか、すっ
かり削平され、調査時の状況をとどめていない。また、西トレンチは表土掘削後にすぐに鹿沼パミスが露出するため、
1973年時点で既に削平されていたか、堆積状況が不良だった。したがって、磯山遺跡の本来の遺物分布範囲は、より広
かった可能性がある。
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